
「
コ
・プ
レ
ゼ
ン
ス
」
の
感
覚
を

ン
タ
ー

（東
京
・
飯
田

の
『東
日
本
大
震
災
　
被

フ
ン
テ

ィ
ア
　
一戸
の

ル
バ
ム
ー
０
０
』
。

災
害
ボ

ン
テ
ィ
ア
と
被
災
者
の
心
の

つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

覆
災
者
の
中
に
は
、

周
囲

の
気
遣
い
や
地
域
性
が
影
響

要
望
を
声
に
出
せ
な
い
人

く
い
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一者
に
寄
り
添
い
、

耳
を

」と
で
彼
ら
は
心
を
開

く
れ
る
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ

の
仕
事
が
完
全
に
シ
ス
テ

化
さ
れ
た
ら
、

両
者
の
交
流

成
り
立
た
な
く
な
る
」
と
、

が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原

点
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

「時
間

の
寄
付
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、

そ
の
心
は
寄
付
の
精
神
に

通
じ
て
い
る
。

昨
年
６
月
１１
日
、

福
島
県
い

わ
き
市
の
被
災
し
た
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
舞
台
に
行
わ

れ
た
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト

「Ｓ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
　
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｍ
Ａ
」
。

「福
島
を
分
か
ち
合

お
う
」
を
合
言
葉
に
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
が
開
か
れ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、

津
田
大
介
さ
ん
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
企
画
で
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
含
め
た
ラ
イ

た
い
」
と
い
う
心
に
訴
え
た
。

支
援

の
バ
ト
ン

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、ヽ

が

れ
き
の
撤
去
を
行
う
だ
け
の
人

材
で
は
な
い
。

『声
の
ア
ル
バ

ム
』
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
２０
代
の
男
性
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
感
想
が
紹

介
さ
れ
て
い
た
。

〈個
人
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
最
初
で
最
後
に
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
後
ろ

向
き
な
態
度
で
は
な
く
、

自
分

の
志
し
た
仕
事
を
死
ぬ
気
で
取

り
組
み
、

自
分
の
仕
事
を
通
し

て
被
災
地
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

自

分
は
自
分
で
頑
張
っ
て
い
く
つ

も
り
で
す
〉

被
災
し
な
か
っ
た
人
た
ち
が

で
き
る
こ
と
は
何
か
―
。

「希

望
学
」
の
研
究
を
続
け
る
東
大

社
会
科
学
研
究
所
の
玄
固
有
史

教
授
は

「震
災
を
す
ぐ
に
過
去

の
も
の
と
せ
ず
、

自
分
た
ち
に

で
き
る
形
で
応
援
し
続
け
る
こ

と
で
あ
る
」

（内
橋
克
人
編

『
大
震
災
の
な
か
で

私
た
ち

は
何
を
す
べ
き
か
』
岩
波
新

書
）
と
訴
え
る
。

被
災
地
で
目
に
し
た
こ
と
や

体
験
し
た
こ
と
を
周
囲
に
伝

え
、

そ
れ
ぞ
れ
が

「３
・
１１
」

の
意
味
を
忘
れ
ず
に
生
き
て
い

く
こ
と
も

「支
援
の
バ
ト
ン
」

を
つ
な
ぐ
立
派
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
行
為
な
の
だ
。（日

出
間
和
三尋

◇

）未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
私
た
ち

は
多
く
の
教
訓
を
学
ん
だ
。

震

災
以
降
の
日
本
人
の
心
の
変
化

を
検
証
す
る
。

歌平成 2 4年 ( 2 0 1 2年1 1月 4日  水 B I B

東日本大震災の発生時刻に合わせ、宮城県気仙沼市の
地福寺の境内から被災地に向かい黙蒔 (もくとう)す
る学生ポランティア  =昨 年 9月 11日午後 2時 46分

本
人
の
新
し
い
経
概

本
大
震
災
の
被
災
者
、

県
陸
前
高
田
市
の
６０
代
の

は

「
足
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

」
に
そ
う
告
げ
た
。

避
難
所

し
で
不
安
を
感
じ
て
い
た

は
足
湯

に

つ
か
り

な
が

、
し
ば
し
の
間
、

悲
し
み
を

ら
げ
た
。

「役
に
立
ち
た
い
」

ン
テ
ィ
ア
・
市
民

④ 寄 付の精神

冊
子
の
編
集
に
携
わ
っ
た
加
納

佑
一
さ
ん
。

「
コ
・
プ
レ
ゼ
ン
ス
」

（同

じ
場
所
に
い
る
こ
と
）
。

被
災

者
と
同
じ
時
間
と
空
間
の
共
有

ブ
観
覧
の
バ
ス
ツ
ア
ー

（東
京

発
着
）
が
用
意
さ
れ
、

参
加
料

は
地
元
へ
義
援
金
と
し
て
寄
付

さ
れ
た
。

小
規
模
で
、

決
し
て

目
立
つ
活
動
と
は
い
え
な
い
抱

し
か
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
寄

付
の
両
面
を
持
っ
た
新
し
い
支

援
の
形
は

「何
か
の
役
に
立
ち

大
阪
大
大
学
院
、

山
内
直
人
教
授

（公
共
経

遠
母
す
）

「大
災
害
で
は
、

被
災
者
の
た
め
に

『
何
か

し
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
が
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
い
う
行
動
に
結
び

つ
く
。

東
日
本
大
震

災
で
初
め
て
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
と

い
う
人
も
多
数
い
る
と
思
わ
れ
、

底
辺
の
拡
大

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、

阪
神

大
震
災
で
は
震
災
翌
年
、

寄
付
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
震
災
前
の
水
準
に
戻

っ
た
。

今
回
も
動
向

体
を
サ
ボ
ー
ト
す
る

『支
援
金
』
も
集
め
ら

れ
、

市
民
活
動
の
財
政
的
支
援
に
役
立
っ
て
い

る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
し
て
は
、

災
害
時
の

典
型
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
加
え
、

医
療
、

精

神
ケ
ア
、

法
律
な
ど
専
門
知
識
や
技
能
を
持
っ

た

『プ
ロ
ボ
ノ
』
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
幅
広
く
活
躍
し
た
。

税
制
改
正
で
、

寄
付
控
除
の
対
象
と
な
る
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
た
め
の
要
件
が
大
幅
に

緩
和
さ
れ
た
。

し
か
し
、

改
正
の
中
身
に
つ
い

て
は
十
分
に
浸
透
し
て
お
ら
ず
、

寄
付
者
へ
の

周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

寄
付
を
受
け
取
っ

た
団
体
は
、

寄
付
の
使
途
を
迅
速
か
つ
分
か
り

や
す
く
情
報
開
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」

「震災翌年」が問われる

日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協
会
の

「寄
付
白
書
２
０
１
０
」

（日
本
経
団
連

出
版
）
に
よ
る
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
人
ほ
ど
寄
付
支
出
額
も
多
い
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

「緊

急
災
害
支
援
」
と

「宗
教
活
動
」
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

人
の
半
数
以
上
が
同
じ
分
野
で
寄
付
を
行
っ
て
い
た
＝
グ
ラ
フ
。

寄
付
が
社
会
に
浸
透
す
る
に
は
多
様
な
寄
付
機
会
に
加
え
、

「ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
機
会
の
提
供
」
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

同一分野でのポランティア活動と

寄付の有無 呼 隼望埜_響
緊 急災 害 支援

宗 教 活 動

国際協力 ・交流

共 同
｀
募 金

「寄付白書201側から


